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要約 
本論文の主旨は，ニューカマーのブラジル人児童三人が，日常的なアイデンティティー・ポリティックスを数々

のサバイバル戦略で克服しながら，日本の小学校に異文化適応したプロセスを描写することである。三年にわた

る長野県でのエスノグラフィック・リサーチで収集したデータの分析によって，このブラジル人少年たちの学校

適応に影響を与えた二大要因が明らかにされている。一つは，普通学級という社会集団に共同参加しているメン

バー同士の互恵的結合を通じて，肯定的な自己意識として形成される「対人相関的アイデンティティー」であ

る。もう一つは，日本人学級集団の主流派とは異なるさまざまな周辺的生徒たちと，自発的に連帯し助け合った

り意識的に区別し離れたりすることによって，肯定的な自己確認を模索する「マイノリティー内ポリティック

ス」である。分析では，ブラジル人生徒各自が自己アイデンティティーを積極的にコントロールして，自分自身

を肯定的にとらえようと奮闘する様子が記述されている。また，データに示された生徒たちの能動性は，文化摩

擦や組織的同化圧力による説明だけに依存しない理論の必要性を指摘している。ブラジル人児童たちは，自ら得

意なスキルや有用なアイデンティティー資源を創造的に利用しながら，所属学級コミュニティーと社会的に統合

し，教科学習でも成果を上げたが，この結果は，同質的であり同質化させると認識されている日本の初等教育シ

ステムが，実際にはこのような民族的マイノリティーの子供たちをどのように扱っているかを提示している。最

後に，ニューカマー外国人生徒のエンパワーメントを促進するために，日本の共同体主義的な学級経営の利点を

最大活用する実践的オプションが示唆されている。 
 
キーワード   
ニューカマー外国人児童，能動性，サバイバル戦略，アイデンティティー・ポリティックス，日本的多文化共存主義 
 
Title Survival Strategies in Identity Politics: Ethnography of Brazilian Schoolchildren in Japan. 
 
Abstract 
This article describes three newcomer Brazilian children's strategies for surviving identity politics and their
crosscultural adjustment in a Japanese elementary school.  Data analysis from a three-year ethnographic research in
Nagano Prefecture suggests that two key factors influenced these children's acculturation in the school: specifically, 1)
interpersonal identity, in which the students constructed positive senses of themselves as they participated in social
groups and built reciprocal relationships with other co-members; and 2) intra-minority politics, in which the students
constructed positive senses of themselves by either associating themselves with or differentiating themselves from
other students who were also different from the mainstream.  The analysis shows how the three Brazilian boys
actively took control of their identities and struggled to create positive senses of themselves.  Futhermore, the agency
displayed by the students illustrates the need for theories that do not rely solely on cultural mismatches or institutional
assimilation pressures.  These Brazilian students managed to integrate socially and advance academically by
creatively using the skills and identity resources available to them, thus showing how the supposedly homogenous and
homogenizing Japanese educational system can in fact serve ethnic minority children.  The article ends by suggesting
some options to empower such newcomer foreign students by maximizing advantages of community-oriented Japanese
classroom practices.  
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 １ 双子の通説― 文化摩擦と日本的閉鎖性 

 
 
 ニューカマーの外国人生徒が日本の学校教育に適応

するのはなぜ困難なのか。日本の公立学校に在籍する

言語的マイノリティーの教育問題を語る際，学術研究，

マスコミ報道を問わず必ず言及されるのが，異文化同

士の摩擦と同質的な日本の閉鎖性という適応上の障害

である。つまり，異質な者に不寛容で排他的な日本の

学校では，異なる文化的背景を持つ外国人生徒たちが

一方的に同化を迫られ，相容れない文化の違いと言葉

の壁に苦しむことになると解釈されている 1。そして

これらの仮説は，二つの「常識」を前提としている 2。

第一に，文化的相違は調和しないから，異文化が出会

えば抵触を免れないという思い込みである。したがっ

て，言語的距離や文化的規範の隔たりが大きくなれば

なるほど，その新環境への適応は困難になると考えら

れている。さらに，両立できない文化的不一致という

発想は，独自的・集団主義的な日本に対して普遍的・

個人主義的な欧米という固定観念のように，分極化さ

れた対比によって強調される傾向にある。南米出身の

日系外国籍生徒の場合，この対極的な文化比較が，日

本での学校不適応や学習困難を予測できる有用な指標

とされている（高橋・バイパエ, 1996；渡辺・コバヤ

シ・井桁, 1995 等）。 
 第二の「常識」は，単一文化的な日本の学校には，

異質性を排除しようとする独特の閉鎖性が存在すると

いう大前提である。この日本的排他性が，異文化を体

現する外国人生徒に不寛容な態度を生み，強く同質化

を迫る集団的圧力になると想定されている。要するに，

閉鎖的な日本の教育システムでは非日本人的行動が逸

脱とみなされ，人間関係でも疎外されやすいため，民

族性を犠牲にした同化を余儀なくされるという説明で

ある（志水・清水, 2001；志水, 1999, 2002；恒吉, 1995, 
1996, 1998；Tsuneyoshi, 2001 等）。実際，抑圧された

可哀想な外国人マイノリティーの子供たちという弱者

イメージは，差別やいじめ等の教育問題のキーワード

に付随して，今日ではすっかり定着している。また，

外国人転校生に象徴される異文化の流入に対して硬直

的で，非日本的要素を一方的に「奪文化化」する同化

主義的対応しかできない国民学校的システム（太田, 
1995, 1996, 2000, 2002）や，文化的背景の相違に起因

する問題を「個人化」して処理しがちな現場教員への

批判的論調が一般的である（志水・清水, 2001；志水, 
2002）。 
 
 この二大障壁による説明は，言語・文化的なギャッ

プや心理的葛藤を伴う異文化体験で，現実に起こり得

る可能性の一つとしては考えられる。しかし，学校不

適応の直接的な因果関係を，これらの悪条件だけに求

めるのは，かなり性急である。その理由は，これらの

定説に，外国人生徒の積極的な適応意志や順応性，日

本人教師・生徒の柔軟性など，人間の能動性を考慮す

る余地がないからである。いわゆる言語・文化的背景

の相違に対する日本人の無理解と不寛容という視点だ

けでは，非日本語母語者の順調な社会適応や好成績，

文化的により近いアジア系外国人生徒の疎外やスティ

グマ，またマジョリティーであるはずの日本人生徒の

不適応や成績不振など，現実にある数々の矛盾が説明

できない。学校の使用言語とは異なる母語を持つ生徒

が，学習面でハンディキャップを痛感したり，意志疎

通がうまくいかずに誤解されやすいことは容易に推測

できるが，そのような状況下で当事者同士が実際にど

う行動したのか，十分調査した上で判断すべきである。 
 実は，文化決定論や日本特殊論を偏重する傾向は，

データ分析の視野を狭め，外国人生徒の学校適応プロ

セスを総合的に理解するのを妨げている。例えば，日

本の学校は閉鎖的であるという思い込みによって，日

本人集団の中で異質性を認識すること自体を，多数派

の同化圧力で排除したり同質化することと混同したり，

新しい生活文化環境への現実的な適応を，民族性の犠

牲を伴う支配的文化への同化と同一視するように，

「自明の事実」に隠れたバイアスがデータ解釈を歪め

ている。このような発想には，日本社会を根本的に特

殊であるとする見方が潜んでいるが，支配的な言語・

文化への同化的圧力，未知の外国人に対する自己防衛

的排他性，実際の異文化受容における開放性と閉鎖性

の共存などは，日本だけに限らず世界中に見られる現

象である（小坂井,1996；小此木,1993）。しかも，なぜ

日本の学校集団がとりわけ不寛容で排他的に機能する
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と言えるのか，その対人的メカニズムはまだ十分に解

明されていない。たとえ何らかの同化主義的な圧力が

働くにしても，その抑圧的現実すら有利に生き抜こう

とするマイノリティーの能動性やサバイバル戦略まで

とり入れた分析，例えば「同化なき適応」（Gibson, 
1988, 1993）という視点は，日本の教育エスノグラフ

ィーには欠如している 3。 
 欧米の研究動向を言えば，社会的秩序と支配的文化

の再生産のみを強調した批判理論（critical theory）は，

人間を受動的な弱者としか認識していない点が既に指

摘され，修正的な抵抗理論（resistance theory）が登場

している（Willis, 1977 等）。人間に備わる能動的な適

応性を重視するこの理論的解釈は，外的な権力構造と

内的な心理葛藤の相関性からマイノリティーの対処行

動を把握する複眼的見地を持つ。教育人類学の分野で

は，階層的なマクロ社会の支配的価値観が浸透した教

育現場で，特定のマイノリティー集団が慣例的に周辺

化されるメカニズムと，その抑圧的環境で積極的な抵

抗を試みる生徒たちのサバイバル戦略を併せて考察す

る批判的エスノグラフィー（critical ethnography）が，

多数蓄積されている（Fine, 1991 等）。 
 現時点では例外的であるが，最近日本でもマイノリ

ティーの能動性に着目する研究者が徐々に現れてい 

る 4。一例を挙げると，児島（2001）によるブラジル

人中学生の事例研究は，在籍学校の抑圧的状況を，

数々の「戦術」を駆使してきり抜け，主観的な優越性

を保持しようとする女子生徒二人の「創造的適応」を

例証している。しかし，彼女たちマイノリティーの積

極的な挑戦や抵抗に注目する一方で，日本の学校コン

テクストは，依然，同化主義的な教育環境として固定

的にとらえられており，そこに日本人生徒の能動性や

相互行為による社会的力学への視点は欠落している。

したがって今後のデータ分析では，民族的マイノリテ

ィーだけでなくマジョリティー側の能動的対応も加味

して，クラスルーム環境を動的にとらえた上で検討す

る必要がある。 
 ローカル・コミュニティー成員の能動性と並んで重

要な分析的視点は，マクロ社会の民族的ヒエラルキー

と構造的なパワーの不均衡が投影された，教育現場の

マイクロ・ポリティックスである。例えば，マクダー

モットとゴスポディノフ（McDermott & Gospodinoff, 

1981）は，生徒たちの民族性に基づく文化的境界線が，

クラスルームの日常的実践によって，民族的グループ

間に透過性を持たない敵対的な「民族的境界線」

（ethnic border）へと政治化されるために，特定のマ

イノリティー集団に教育上の不利益を与えていると指

摘する 5。さらにエリクソン（Erickson, 1993, 1997）
は，この政治的に支配された文化的境界性である「ボ

ーダー」（border）に対し，民族的グループ間に透過

性を持つ政治的に中立な文化的境界線を「バウンダリ

ー」（boundary）として区別することで，能動的なマ

イノリティーの異文化ポリティックス論を展開してい

る。それによると，階層的社会の縮図である教育現場

の日常生活において，民族的グループ間の関係が文化

的バウンダリーから民族的ボーダーに構造化される過

程で，マジョリティー集団と摩擦を起こしたマイノリ

ティー集団が支配的文化への同化に抵抗し，微細な異

質性でも対立的シンボルとして意図的に差異化するた

め，彼らの社会的不適応や教育的困難を助長するとい

う。このマクロ領域とマイクロ次元のポリティックス

を融合させた説明は，文化的差異自体よりもその機能

に着目している点で，異質性そのものを疎外すると言

われる日本の学校コンテクストを分析する際，特に有

用な視点となる。 
 最後に，日本の学校批判や教育政策批判によく見ら

れる日米の単純比較に基づく議論は，日本の教育現場

の実態を曲解する一因となっている。言語・文化的に

多様化が進んでいるといっても，国民国家的な日本で

日本語を母語としない外国人児童は，全国の小学校在

籍者の 0.2％にも満たず，多民族の移民国家アメリカ

に居住する言語的なマイノリティー生徒の割合とは，

比較の対象にならないほど少数である（文部科学省, 
2001）。そもそも一時的滞在が主流で日本国籍を持た

ない外国人生徒向けの受け入れ対策と，永住を前提に

市民権も取得している定住マイノリティーのために国

是として行なわれる教育施策を，単純に比較すること

自体に無理がある。両国の特色ある歴史的・社会文化

的コンテクストを鑑みれば，多文化教育カリキュラム

の有無だけをもって，米国を基準とした多文化主義と

異なる日本の水準を，否定的にのみ評価するのは適切

ではない。文化的な規範や価値観と同様に，多文化事

情や教育施策のオプションも，それぞれのコンテクス
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トに基づいて相対的に考えるべきであり，アメリカ型

多文化共存主義とは別の日本型多文化共存主義の可能

性もあり得るだろう。実際，米国主導で構築された理

論は，コンテクストが違いすぎて日本の事例には直接

適用できない場合が少なくない。日本の現状を的確に

把握するには，固有の社会状況や教育事情を十分に考

慮して文脈化した上で，分析と修正を繰り返すという

柔軟なアプローチが不可欠である。 
 
 
 ２ 能動的なブラジル人児童たちの 

エスノグラフィー 

 
 
 この事例研究は，日本の公立小学校に転校したブラ

ジル人少年パウロ，ジョニー，ジョナタの日常生活を，

長期継続的にフィールド調査したものである（Morita, 
2002）6。研究対象の三人は，いずれも 1990 年代に初

来日したブラジル国籍のニューカマーで，父方か母方

の一方に日系の親族を持つ多民族ハイブリッドの日系

四世である 7。フィールドワークは，長野県松本市近

郊の田園地帯に位置するアップル小学校で行なわれ 

た 8。生徒数 700 名を超えるこの大規模校には，さま

ざまな社会的・経済的背景を持つ日本人の学齢児童が

混在し，ブラジル人子弟を多数派とする外国籍の児童

も常時 7～8 人程度在籍していた。しかし，在校生に

占める外国人生徒の割合は 1％余りで，この学区があ

る地域一帯もブラジル人住民の集住地区ではない。ア

ップル小学校の日本語学級も，1997 年に外国人転入

生・新入生が一時的に 10 人増加したのを受けて緊急

的に設置され，取り出し授業を開始したのが実情であ

る 9。 
 データ収集の方法は，毎日の学校生活に一日中密着

するかたちの参与観察と，二種類のインタビューであ

る。具体的には，全登校日の始業前から下校時刻まで，

普通学級を中心とした一日の活動全般を参与観察しな

がらフィールドノーツをとり，選択的にビデオ撮影を

した。クラスルームの会話は，走り書きと同時に適宜

録音し，帰宅後記録メモと録音テープを聞き比べて確

認作業を行なった。また，下校時刻以降も帰宅途中の

通学路から自宅まで頻繁に同行し，休日は地域コミュ

ニティーで接触を保つなど，ブラジル人生徒たちと徹

底的に付き合った。さらに，日常会話の流れから情報

を得る非構造化インタビューと，事前に設定した質問

項目に拘束されずに聞き取りをする半構造化インタビ

ューを併用して，データを補強した。前者は，自然発

生的な会話から派生したインフォーマルなものであり，

研究者側のアプローチを極力抑えることで当事者の自

発的発言と本音を引き出すのに有効であった。後者は，

二～三週間ごとに事前調整をしてから特定の教師と個

別に実施されたフォローアップ・インタビューであり，

45 分から 2 時間にわたって相互理解を深める話し合

いを行なった。この会話はメモを取りながら録音し，

逐語的にテクストに再生した。このような集中的エス

ノグラフィーを，1997 年 6 月から 2000 年 1 月までの

間，夏三ヶ月・冬一ヶ月の年四ヶ月サイクルで年度ご

とに三回繰り返すことによって，研究データを収集し

ている 10。 
 データ分析の方法は，エスノグラフィック・マイク

ロ分析に特徴的な分析的帰納法をとっている 11。実際

には，まずフィールドノーツやインタビュー・テクス

トを読み返し，研究対象の個人や学級集団で周期的に

起こる顕著なパターンを発見した。次にそのパターン

に基づいて一つの仮説を立て，それを裏付ける具体例

を物語的な場面描写（narrative vignette）やインタビュ

ーの要点引用（key quote）によって解説した。以後同

様のプロセスを繰り返し，第二，第三の仮説を引き出

して例証を続けた。さらに，各仮説に適合しない事例

をあえて探し，その矛盾例も分析に統合することによ

って，現実に起こっている状況を総合的に把握するこ

とに努めた。最後に，これら下位レベルの仮説をまと

めて，より一般的な上位レベルでの仮説を生成してい

る。この論文中に紹介されている各ブラジル人児童の

事例報告は，このような手順を経て導き出された分析

結果の概要である 12。 
 本研究の分析的アプローチには，特別な留意点が二

つある。第一に，定説となっている文化決定論や日本

特殊論の適合例を列挙するのではなく，既存の通説を

一旦保留してから，帰納的な仮説生成プロセスを徹底

的に積み重ねることである。その上で，人間の能動性

と集団力学，異文化ポリティックス，多元的アイデン

ティティーによる「複合差別」（上野, 1996）等を含む
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多様な観点から，総合的に検討するよう努めている。

第二に，欧米の社会状況や教育事情を基準に解釈する

のではなく，日本の社会文化的パラダイムに文脈化し

て理解することである。例えば，教科学習の成果以外

にも，実技や課外活動を通して社会的運用能力の向上

を目指す日本の小学校文化を踏まえ，この研究では学

級コミュニティーでの社会的スキルの習得も含めて

「学習の成功」と定義している 13。 
 本研究の目的は，ニューカマーのブラジル人児童が

日本の学校で体験した異文化適応と社会化のプロセス

を把握することにより，その成功の鍵を握る主要な要

因を発見することである。データ収集と分析の着眼点

になるリサーチ・クエスチョンは，次のように設定さ

れている。 
 
（１）日本人教師・生徒は，ブラジル人生徒の行動を

どう解釈・評価し，どのように対応するのか。 
 ①日本人教師・生徒は，ブラジル人生徒のどのよう

な行動を自分たちと「同じ／違う」と認識するのか。 
 ②どのような共通点／相違点がそれぞれ肯定的／否

定的に評価され，また個人的／文化的な特質とみなさ

れるのか。 
 ③その評価がブラジル人生徒の対人的位置付けにど

う影響し，日本人教師・生徒の行動をどう変えるのか。 
 
（２）ブラジル人生徒は，日本人教師・生徒の反応を

どう解釈し，その状況を乗り切るためにどのように対

処するのか。 
 ①ブラジル人生徒は，日本人教師・生徒に与えられ

た位置付けをどう解釈し，どのように反応するのか。 
 ②その状況がブラジル人生徒の学校生活での社会化

と教科学習にどのような影響を及ぼすのか。 
 
 以下，このリサーチ・クエスチョンに対応するかた

ちで，個別にパウロ（三，四年生時），ジョニー（四，

五年生時），ジョナタ（五，六年生時）の詳細な事例

説明を行なっている。 
 
 
 
 

 
 ３ パウロの場合 

― 疎外からの自己防衛と新環境での自力再生 

 
 
１ プロフィールと転校当初の状況 

 
 パウロが初来日したのは 1991 年二歳半の時で，両

親と三年間滞在した後，八ヶ月だけブラジルに一時帰

国した。1995 年の再来日を機に，アップル町の隣町

にあるキリスト教系幼稚園に通園し，学齢に達すると

オレンジ小学校に入学した。その後，両親や日本生ま

れの弟たちと日本に定住している。ブラジルで通学経

験はなく，日本語の日常会話力は母語者と同等だが，

家庭生活と教会活動ではポルトガル語使用に切り換え

ている。パウロの家族は熱心にプロテスタントを信仰

しており，父親はパウロが二年生の時に浜松市の宗教

学校で牧師課程を修了し，以来自らブラジル人教会を

主宰している。パウロも父親の助手になり，教会活動

の主力として活躍している。家族全員が浜松で生活し

ている間，パウロは日本の小学校通学を中断してポル

トガル語で聖書の勉強をしたり，ブラジル人幼稚園で

弟たちの面倒をみていた。三ヶ月後，いったんオレン

ジ小学校に戻り一ヶ月ほど在籍した後で，二年生の三

学期初めにアップル小学校に転校した。当時のパウロ

は，短期間に度重なる転校と生活環境の変化を経験し

たためか，精神的に不安定で原因不明の腹痛や皮膚炎

に悩まされていた。さらに，パウロが途中編入した二

年二組は，若手女性担任が「手のかかる」男子生徒数

人に連日振り回され，他の生徒や学級全体まで配慮が

行き渡らない状態だった。 
 
２ パウロと所属学級に顕著なパターン 

 
 ①「ルール破りの常習者」というスティグマ 

―［日本人の解釈・対応］ 
 在籍する三年二組の日本人教師・生徒たちは，パウ

ロの日本語会話力が母語者と同等で，日本に文化適応

できる能力が十分あると認識していた。しかし，彼が

頻繁に忘れ物をしたり当番の仕事をさぼってしまう習

癖を，他の同級生とは異なっているとみなす。生徒た
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ちは，自分たちと同程度に日本語理解力のあるはずの

パウロが，学校のきまりを守れるのに守らないのは不

当だと考え，彼に「ルール破りの常習者」という烙印

を押し，集団で監視したり厳しく叱責するようになる。

学級担任は，パウロの逸脱的行動を，文化的な影響よ

りも発達段階かジェンダーに起因するものだと理解し

ていた。そして生徒全員に対して公平さを維持するよ

うに平等な態度に努める一方，どうしたら批判的な同

級生たちをもっと寛容な態度に導き，パウロを個人攻

撃しないように説得できるか模索する。しかし，単に

個人的な怠慢が原因であると考える日本人生徒たちは，

パウロが際立って不適切な振舞いを繰り返すのは道義

に反しているとして，集中的な非難をやめない。その

結果，パウロは所属学級で孤立を深め，日本人同級生

一同から疎外されてしまう。 
 
 ②許容される「無知」・疎外される「劣等性」 

―［日本人の解釈・判断］ 
 この孤立傾向は，ブラジル人同級生ベアトリスの共

同参加によってさらに加速される。パウロは相変らず

整理整頓ができないので，給食の残り物を忘れて腐ら

せてしまった事件以来，事あるごとに周囲から非難さ

れるようになる。対照的に，ベアトリスは日本語能力

が乏しくてもきれい好きで忘れ物もなく，おしゃれで

かわいいので人気があり，いつも女友達に囲まれてい

た。日本の言葉や文化の「知識がない」ベアトリスは，

文化的に異質な外国人であると分かりやすく，日本人

同級生たちは彼女に対して自発的に寛容になり，特別

に手助けをする。一方，日本語会話力ゆえに「外国人

らしさ」が分かり難いパウロは，個人的に異質なだけ

とみなされ，同じ要求水準に照らして「劣っている」

と否定的に評価される。さらに，ポルトガル語で基礎

学力がついているベアトリスは，日本語が理解できな

くても日本人同級生と共に算数の一斉授業を受けられ

たが，母語者並に日本語が話せても基礎学力が不足し

ていると判断されたパウロは，算数の時間だけ日本語

学級に一人取り出され，何度も補習を受けていた。こ

のように日本語能力に明確な格差があるにもかかわら

ず，「できるベアトリス」と「できないパウロ」とい

う対照的な評価がクラス全体に定着すると，言語や文

化の違いという弁明は一切通用せず，パウロの劣等的

地位と同級生仲間からの疎外が正当化されてしまう。 
 
 
 ③自己防衛の補償的アイデンティティー 

―［パウロへの影響・反応］ 
 連日のフラストレーションで精神的に追い詰められ

たパウロは，逆境の中で何とか自己肯定的な意識を維

持しようと，心理的な補償を探すようになる。三年二

組一同から与えられた劣等生の汚名と，その否定的役

割を期待されて生じる自己イメージとの葛藤によって，

パウロは自己防衛的になると同時に，周囲の生徒たち

に対して批判的・攻撃的になっていた。そして自分の

劣等感を補うために，主観的により劣っているとみな

す生徒をターゲットにして，繰り返し悪態をつくよう

になる。例えば，日本語学級では日本語がほとんど話

せないベアトリスに対抗して「バカ」と罵り，肥満気

味の上級生エドワルドを「デブ」と挑発する。また，

通学路で自分より小柄な下級生を見かけると，「一年

坊主」とからかって自分の「優越性」を確認しようと

試みる。このように，所属学級での劣等的立場から一

時的に解放してくれる補償的アイデンティティーに依

存することで，パウロは否定的な自己イメージを緩和

し，傷ついた自尊心を癒そうとしていた。 
 
 ④反抗と逃避による孤立からの避難 

―［パウロの対応］ 
 さらに，日本人同級生に疎外された自分自身を守る

ため，パウロは三年二組の外に心理的な避難所を求め

るようになる。まず，自宅が近所同士で同じ通学路を

使う同学年の日本人少年と，毎日一緒に下校すること

で日々連帯感を強めていく。この少年は，在籍する隣

りの学級では「精神的に幼くてボーダー（ライン）に

いる子」だったが，パウロにとっては気持ちを癒して

くれる存在となる。また，所属学級の活動で居場所が

ないと感じると，日本語教室を避難用の空間として活

用する。日本語の授業が終わっても無理に居残ったり，

休み時間に一人隠れて過ごすことも頻繁にあった。や

がて三年二組以外に頼れる友達や居場所を確保すると，

パウロは批判的で不愉快な生徒に対して目立って反抗

的になり，同級生グループと衝突しては，パニックを

起こして日本語教室へ逃げ込んだ。ホームルーム活動



質的心理学研究 第 3 号／2004／No.3／6-27 

12 

の参加を拒む涙ながらの抵抗，日本語学級への緊急的

な逃避，オレンジ小学校の回顧癖を繰り返しながら，

パウロの自己防衛的な態度は所属学級からの分離傾向

を助長していく。ところが，度重なる不平不満の言葉

とは相反して，彼は自分が在籍する三年二組に愛着を

持ち続けており，クラスメートの一員として認められ

たいという願望があった。 
 
 ⑤「何となく許せる問題児」の受容 

―［日本人の新解釈・対応変化］ 
 進級に伴うクラス編成替えが行なわれ，四年三組の

所属になると，新しい同級生や学級担任との出会いに

よって，パウロを取り巻くクラスルーム環境は一変す

る。パウロの忘れ物癖は以前と変わらず慢性的だった

が，この学級には他にも健忘症の日本人生徒が大勢い

たので，彼一人だけが際立っているわけではなかった。

生活指導に熱心な新担任の女性教師は，パウロの潜在

的な聴解力不足に配慮し，たびたび個別に補足説明を

与え，学習教材を忘れないよう根気強く指導する。不

注意で忘れ物が絶えないため担任の厳しい叱責を恐れ

る日本人同級生たちは，パウロとの共通点から互いに

連帯感を持つようになる。さらに，四年三組の教師・

生徒ともに，何度ミスをしても悪びれずお調子者のパ

ウロに好意的で，ブラジル人特有の国民性とも思われ

る特別な愛嬌で皆を楽しませる彼を歓迎する。その結

果，クラス全体がパウロの愉快な失敗を面白がり，学

校生活上のルールが多少守れなくても，彼を責め立て

ず大目に見る。このように，パウロの人好きのする茶

目っ気を特別肯定的に評価する新学級は，教育的規範

を逸脱した行動すら容認し，同じクラスメートとして

彼を寛大に受け入れる。 
 
 ⑥心理的安定剤としての共同メンバーシップ 14 

―［パウロの反応］ 
 仲間に認められて四年三組の人気者になると，パウ

ロの日常的な行動や態度にも変化が表れる。パウロは

同じ班員や係員との間に相互協力的な関係を築いたり，

同じくスポーツ好きで忘れ物に懲りない少年たちと団

結するようになる。例えば，誰かの不用意な準備ミス

が引き起こす学級担任の激怒を回避するため，毎日仲

間同士が連携して助け合う。そして，さまざまな社会

的アイデンティティーを共有するこの少年たちとの共

同メンバーシップが，パウロにとって快適な学校生活

の核となっていく。ただ一人執拗にあら探しをする前

学級からの男子同級生には辟易しながらも，毎日「ア

ミーゴ」たちと楽しく過ごすことによって，パウロは

みるみる元気を取り戻し，ホームルーム参加にも意欲

的になる。 
 
 ⑦受容性と内省的傾向の増加 

―［パウロへの影響］ 
 心理的にも精神的にも安定したパウロからは，以前

のような自己防衛的・反抗的な態度が消え，代わりに

周囲の日本人同級生にも寛容になり，弱い立場に置か

れた生徒を守ろうとする心理的余裕も生まれる。そし

て，感謝，賞賛，同情，謝罪などの気持ちを，同級生

に対して正直に表現するようになる。さらに，自己弁

護や責任転嫁よりも自己反省する傾向が強くなり，自

力で問題点を克服するために行動するようになる。こ

のように，新しいクラスルーム環境に社会化していく

過程で，同級生仲間と心地よい連帯意識を深めること

によって，パウロは自分自身を高める努力をするまで

に成長する。 
 
３ パウロの事例が提起する主題 

 
 以上のパターンは，次に挙げる四つの主要な論点を

示している。第一に，同一人物の同様の逸脱的行動が，

各所属学級の人的環境の違いによって，疎外と受容と

いう対照的な結果をもたらしていることである。第二

に，民族的マイノリティーの「外国人らしさ」が分か

りやすいかどうかで，日本人教師・生徒の評価や対処

法が決定されることである。つまり，外国人生徒が日

本語に不自由で知識が不足しているとみなされた場合

には，自発的に寛大になって思いやりを示すが，日本

語が堪能なのに能力が劣っているとみなされた場合に

は，容赦なく批判するようになる。第三に，社会的ア

イデンティティーにある共通点を認識し合うことによ

って，国籍や民族の違いを超えて連帯感を共有する者

同士が団結することである。そして第四に，苦境に陥

った外国人マイノリティーが，ただ消極的に劣等的地

位を受容するのではなく，心理的補償，現実逃避，自
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己正当化的抵抗，不適応児童との連帯など，さまざま

な自己防衛的ストラテジーを能動的に実行しているこ

とである。総合すると，パウロの事例は，所属学級の

快適なクラスルーム・エコロジーが，学校適応と社会

化を成功させる上で必要不可欠であることを示してい

る 15。 
 
 
 ４ ジョニーの場合 

― 特別待遇の人気者からリーダーへの成長 

 
 
１ プロフィールと転校当初の状況 

 
 ジョニーは，1996 年 12 月二年生の時に，兄やいと

このジョナタたちと一緒に初来日し，1997 年 1 月の

三学期初めからアップル小学校に転入した。彼らの両

親たちは六年前から日本に出稼ぎに来ていて，アップ

ル町の同じ工場に勤めるのを機に子供たちを呼び寄せ，

二世帯が同じ社宅の別室で暮らし始めていた。両親か

ら離れてブラジルにいた当時のジョニーとジョナタは，

三年半の間，祖母の家で実の兄弟のように生活し，サ

ンパウロ州の小学校に通学していた。アップル小学校

に転校して三ヶ月後，進級とともにクラス編成替えが

あり，ジョニーは三年二組の所属となった。まだ日本

語が理解できなかったこの時期，彼は日本人同級生や

年輩の女性担任にあまり馴染めず，兄やいとこたちと

授業を抜け出しては屋外で遊んでいた。 
 
２ ジョニーと所属学級に顕著なパターン 

 
 ①「ブラジル人らしさ」の最大活用 

―［日本人の解釈・対応とジョニーの反応］ 
 四年二組への進級時，学級担任がサッカー好きな男

性教師に変わると，在籍生徒に変更がないクラスルー

ム環境にも変化が起こる。負けず嫌いなジョニーは，

一斉授業の学習内容を日本語で理解するのが困難でも，

同級生一同から授業中取り残されるのに我慢できず，

繰り返し大声で茶化したりふざけて周囲の気を引こう

とする。新担任教師は，このジョニーの快活な自己表

現力をブラジル人の特長だと考えて高く評価し，羽目

を外して授業を中断させるジョニーの冗談を諭すより

も，日本人も見習うべき点であると誉めて，クラスへ

の貢献として積極的に取り込もうとする。その影響で，

同級生たちは概してジョニーの奔放さには寛容であり，

「典型的ブラジル人」の陽気な授業妨害も例外的に許

容する。 
 ジョニーの「ブラジル人らしさ」が四年二組で公認

されると，彼の日本語のハンディキャップも自発的に

考慮され，今まで通り通常の教科学習テストや宿題は，

簡単に免除されていた。このような非母語者への特例

的な配慮は，気の進まない課題を回避したいジョニー

にとって好都合であり，彼はこの「外国人特権」を戦

略的に活用するようになる。同時に，母国ブラジルに

対する愛国心や熱狂的なサッカー愛好心を誇示して，

自分がブラジル人であることを肯定的に強調する。ま

た，ポルトガル語を母語とする自分が日本語に不自由

なのは当然で，知能とは無関係だと主張し，日本人同

士でも友達の輪に入れない同級生数人よりも，自分の

方が中心的グループに属すると認識していた。四年二

組の「民族的な差異」に対する柔軟な対応は，ジョニ

ーの共同参加を促進し，個人的便宜も提供したが，異

文化への配慮から生じた過剰な歩み寄りが，彼の学級

適応をかえって中途半端な状態にとどめる結果となる。 
 
 ②状況別パートナーシップの使い分け 

―［ジョニーの対応］ 
 さらに，人懐っこいジョニーは，個人的に注目され

るには限界のある大集団の在籍学級では満足できず，

四年二組以外の領域でも補完的に人間関係を築き，場

面に応じて陽気に過ごしていた。日本語教室ではパウ

ロを弟のように可愛がり，課外時間や学外では忠誠を

誓い合う「指導上注意が必要な」男子同級生二人と密

かに行動を共にする。そして，不完全燃焼のホームル

ーム参加だけでは満たされないエネルギーと社交性を

発散していた。また，ジョニーは友達思いで愛情深く，

身近な「マイノリティー」生徒にも思いやりを示す。

例えば，日本語学級のブラジル人仲間，周辺的立場に

いる消極的な日本人転校生，車椅子で通学する下半身

麻痺の少年等を気遣って，明るく声をかける。しかし，

先天性知能障害があり特殊学級に通級するルイーザだ

けには，他のブラジル人児童とともに容赦なく悪態を
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つき，民族的連帯から徹底的に排除する態度をとる。 
 
 ③対等なライバルとして批判的権威に挑戦―［日

本人の新解釈・対応変化とジョニーの反応］ 
 五年二組に進級する頃，ジョニーの日本語会話力は

飛躍的に向上しており，クラス一同はもはや彼を特別

に保護する必要はないと認識するようになっていた。

学級担任も同級生も，週三～四回程度の日本語取り出

し授業を除いては，ジョニーの学習能力も文化適応能

力も本質的に同等であるとみなし，共同体メンバーと

して平等に責任義務を果たすよう要求する。しかし，

日本人生徒と同一の要求水準に照らしてみると，ジョ

ニーの行動は不適切な違いとして際立つことが多かっ

た。すでに文化的差異として容認されなくなった逸脱

的行動は，単に彼の個人的怠慢と解釈され，クラスの

話し合いや反省会では他の生徒と区別なく非難される。

勝気なジョニーは集団による批判的圧力にも負けず，

自分に否定的評価を下す「偉そうな奴」の攻撃には果

敢に応戦して，何度でも言い返す。権威的命令や傲慢

さに対しては特に反発するため，ジョニーはリーダー

格の男女生徒を挑発するだけでなく，担任教師の気に

くわない指示にも抵抗する。この反抗的態度は，一見

すると学級コミュニティーの協調関係に障害となるよ

うに思われるが，実際は「もうお客様ではない」とい

う日本人教師・生徒の無差別平等的な対処法によって，

彼の本格的な社会的適応が促進され，クラスの実力者

への道を邁進する転機となる。 
 
 ④本物のリーダーに変身 

―［ジョニーの対応］ 
 ジョニーは以前から反感を持つ同級生のガキ大将に

対抗するため，気の合った男子仲間と団結して共同戦

線をはろうとする。そして，草の根的に人望を得なが

ら着々と勢力を拡大し，まもなく元ボスを五年二組ド

ッジボールチームの主力メンバーから孤立させてしま

う。圧倒的人気でライバルを凌駕したジョニーは，男

子チームのキャプテンに選出された結果，チームのま

とめ役として，補欠選手の平凡なミスや嫌いな元リー

ダーの言動にも我慢が必要となり，今までのように自

由気ままに楽しむだけではいかなくなる。しかも元キ

ャプテンに不手際をたびたび注意されて衝突し，嫌気

がさしたジョニーは自らキャプテンを降り，数人の親

友を引き連れてチームをやめてしまう。その後，再び

練習参加を希望するジョニーたちを学級担任は「わが

まま」と叱責するが，チームメートたちは快く再加入

を許す。そして，大多数の同級生仲間に支持されたジ

ョニーが，再度チームリーダーに選出される。キャプ

テンに復帰したジョニーは，男子チーム再建のための

仕事に専念するようになり，メンバー管理，作戦会議，

合同練習の調整に手腕を発揮し，女子チームとの対立

にも忍耐強く仲介役を努めることで，皆に信頼される

真のリーダーとして成長していく。このように，平等

な参加機会と権利義務が付与されることによって，ジ

ョニーは所属集団に貢献する努力を惜しまなくなり，

それを契機に学級コミュニティーの指導的メンバーと

して公認される。 
 
 ⑤ジェンダー志向への漸進的同化 

―［ジョニーへの影響］ 
 ジョニーの五年二組での適応には，ジェンダー志向

の内面化という別の側面もある。指導熱心で明朗快活

なスポーツマンである担任は，リーダー勢力の女子生

徒以上に男子生徒が積極性を示すよう奨励する，彼自

身のジェンダー意識に基づく常識的配慮を，日頃の学

級運営で無意識に実践していた。強力な指導力を発揮

する学級担任の影響は大きく，隠れたメッセージを敏

感に感じ取った生徒たちは，この男性教諭の目が届く

範囲では「男の子らしさ」や「女の子らしさ」という

性別によって期待される役割を果たそうと努める。こ

の価値観が日常的体験を通して浸透していった結果，

前年度まで優勢だった女子リーダーたちが影響力を弱

めるのと反比例して，男子生徒の発言力が支配的とな

り，この力関係の逆転が両グループ間に亀裂を生じさ

せてしまう。ジョニーの「男らしい」積極性や意志の

強さが礼賛されるクラスルーム環境では，国籍や民族

の違いによるマイノリティーの立場より，ジェンダー

によるマジョリティーの立場が先行するため，ジョニ

ー個人にとっては有利な状況になる。 
 このようなジェンダー的価値観が反映された学級文

化に馴染んだ結果，性差に現実感を持ったジョニーか

ら以前のような女子生徒への友好的態度が消え，代わ

りに男女別に分離されることを「当たり前に」望み，
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男子だけの共同メンバーシップに固執する志向性を持

つように変化していた。彼は親友の男子仲間と共有す

る領域を侵害されることに過敏になり，その縄張りに

近づく「なれなれしい」女子生徒を乱暴な言葉で排除

したり，露骨に避ける態度をとる。このように，所属

学級の支配的文化であるジェンダー意識を徐々に内面

化することによって，ジョニーは男子としてのアイデ

ンティティーをますます堅持し，男女の境界線をこと

さら強調するようになり，性別を他者との親密度や空

間共有の基準として重視するジェンダー志向に同化し

ていった。 
 
３ ジョニーの事例が提起する主題 

 
 以上のパターンから，次の三つの主要な論点が明ら

かになっている。第一に，通常の課題や責任を簡単に

免除するよりも，その「特権」を基本的に撤廃して対

等に向き合ったことが，かえってニューカマー外国人

の学校適応を本格的に推し進めたことである。第二に，

外国人児童の資質を肯定的に評価する担任教員との組

み合わせが，所属学級に対する愛着を育て，ホームル

ーム活動に意欲的な態度を生む結果となったことであ

る。最後に，民族的マイノリティー自身が，どの「マ

イノリティー」生徒と結合・分離するかを，各性質を

考慮して意識的に選択している点である。総合すると，

ジョニーの事例は，言語的ハンディキャップをものと

もせず，自己の持つアイデンティティー資源を最大限

に活用して，生徒間のパワー・ポリティックスを勝ち

抜いた活発な能動性を示している。 
 
 
 ５ ジョナタの場合 

― 無気力状態から自発的適応への転換 

 
 
１ プロフィールと転校当初の状況 

 
 ジョナタがジョニーたち「ファミリー」とともにア

ップル小学校に転入したのは，三年生の三学期開始時

だった。三ヶ月後，進級時のクラス編成替えによって，

四年二組の所属となり，卒業までの三年間を共に過ご

すことになった。ブラジルの小学校で兄とともに学年

トップの成績だったジョナタは，初来日の学校生活で

激しい言語ショックを経験し，精神的な落ち込みがひ

どかった。また，背が高く筋肉質の外見と恥かしがり

で優しい内面のギャップのせいで，周囲の人々に本当

の彼をなかなか理解してもらえなかった。転校当初か

ら同学年の日本人生徒に絡まれてけんかをしたり，授

業を抜け出したり，独りふさぎ込むことが多かったの

で，ジョナタは日本人教師・生徒たちからは，乱暴で

気難しいと誤解されていた。さらに，四年時の初めに

偶発的な出来事から数回体罰を受けたことで，ジョナ

タは男性学級担任を全く信頼しなくなり，それ以降接

触を極力避けるようになっていた。 
 
２ ジョナタと所属学級に顕著なパターン 

 
①日常的な「無能力化」訓練と意欲喪失 
―［日本人の解釈・対応とジョナタの反応］ 

 五年二組に進級しても，日本語での学習理解力がな

いと判断されたジョナタは，教科学習授業のほとんど

を日本語学級の時間に割り当てられ，毎日通級を続け

ていた。しかし席についても学習意欲を示さず，日本

語指導教員の呼びかけにも反応しないで，無為に時を

過ごす。たまに所属学級に戻っても，クラス全体の授

業内容と無関係な課題が一人だけ与えられ，無関心な

同級生から何の援助もないまま放っておかれるのが常

だった。日本語が話せない外国人マイノリティーの無

気力で沈鬱な出席態度は，周囲の日本人教師や同級生

の目には，無力な異邦人としか映らなかった。毎日繰

り返されるこの学級間の機械的な往復によって，ジョ

ナタは日々孤独と無力感を味わい，鬱状態に陥ってし

まう。彼の無気力と無反応の抵抗にお手上げ状態の指

導教員たちは，ジョナタに日本語を媒介とした学習の

成果を期待するのは「しょせん無理な話し」で，性格

的にも気難しくて意欲に欠けると否定的評価を下す。

彼の学力向上に特に悲観的な五年二組の担任教師は，

教科学習指導を日本語学級の加配教員に一任した状態

で，所属学級で出される通常の課題は「無理しなくて

もいい」と特別免除するばかりだった。信頼関係のな

い学級担任と対話するのを避け，同級生の無理解と無

関心にも慣れてしまったジョナタは，独り物静かに時
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間をつぶしながら，「無能力な外国人」を日々実践す

る。 
 
 ②周辺的な生徒同士を引きつける共同メンバーシッ

プの磁力―［ジョナタの対応］ 
 この長引く閉塞状況で，日本語が不自由なジョナタ

に最初に気を配り心痛を癒してくれたのは，主導的立

場の同級生ではなく，友達と上手に関われない子，愛

情に飢え情緒不安定な子，転校を機に不登校気味の子，

成績不振に悩み神経質な子など，学校の集団生活で不

適応傾向のある日本人生徒たちだった。ジョナタはこ

のような「特別な配慮が必要な子」や「問題行動のあ

る子」数人と時折連係し，無邪気にじゃれ合うことで

束の間の気晴らしをする。また，日本語学級に在籍す

るブラジル人児童の中で，特に沖縄系日系人の六年生

エドワルドと親密になり，授業時間が重なるたびに日

本語教師を無視してポルトガル語の会話に興じる。 
 日本人児童に対して圧倒的少数のブラジル人マイノ

リティーは，基本的に在籍学級の枠を超えて連帯して

いたが，ジョナタもジョニーと同様に，知的障害のあ

るルイーザだけは一貫して拒絶し続ける。彼らは日本

語学級と特殊学級という帰属意識の違いに固執するこ

とで，非母語の習得不足と先天的な知能障害の区別を

声高に強調し，彼女とは明確な境界線を引いて自尊心

と民族的尊厳を守ろうとする。ただ，特殊学級在籍の

ルイーザを除けば，国籍，民族，学力，社会性，適応

力など何らかのマイノリティー性を備える周辺的児童

たちには，自然に接近し誘引し合う磁力が働いている

ようだった。ジョナタも身近な「マイノリティー」生

徒に親近感を感じて言葉を交わすようになり，些細な

交流を通じて互いに癒し合うことによって，精神的バ

ランスを保とうとしていた。 
 
 ③対人相関的アイデンティティーによる参加意欲の

増進―［日本人の新評価・対応変化とジョナタ

の反応］ 
 所属学級と日本語学級間を無益に往復するジョナタ

の生活が一変したのは，六年二組チームの一員として

ドッジボール団体戦トーナメントに出場してからであ

る。学級担任も同級生もジョナタの「日本人離れし

た」運動能力を賞賛し，その卓越した適性で彼に優勝

への先導役を期待する。個人種目と違い，自分が活躍

することでチーム全体に貢献でき，クラスの総意とし

て応援される喜びが，ジョナタを見違えるように意欲

的にする。彼はチームメートの期待に答え，「スーパ

ーエース」としてゲーム戦術リーダーの役割を果たし，

毎日の練習やクラス対抗戦に没頭するようになる。ま

た，戦力的実力や副キャプテンとしての統率力だけで

なく，実は愛情深くて心優しい性格も男女ともに認知

され，大多数の同級生に人望を得たジョナタは，事実

上「クラスのボス」になる。このように，所属集団メ

ンバーとの相互関係で生じる個人的役割を自覚し，そ

の期待された役割責任を果たし，共同体全体の利益に

貢献することによって得られた充実感と肯定的な自己

意識（対人相関的アイデンティティー）は，ジョナタ

の参加意欲と社会的適応への意志を劇的に活性化する。

そして，周囲に礼賛される自己の身体能力を，学級コ

ミュニティー共通の目的達成のために活用することで，

彼は無気力状態から脱し，有能なリーダーとして自己

実現を遂げる。 
 
 ④自発的同調による連帯感の共有 

―［ジョナタへの影響・対応］ 
 チームスポーツ競技での共有体験を機に，一つの目

標を目指して仲間と協力し合う楽しさを味わったジョ

ナタは，六年二組に愛着を感じ始め，日本語教室に離

れているよりも日本人同級生と共に過ごすのを好むよ

うになる。そして，以前の過保護的な特別扱いではな

く，クラス仲間と同水準の平等的待遇を希望する。彼

は率先して集団生活上のルールを守ってノルマを果た

し，日本人同級生と同等の学習課題をこなし始める。

学級コミュニティーの一員として，対等な立場で信頼

関係を築こうとする自発的努力によって，ジョナタの

所属学級での社会的適応は加速され，理数系科目の好

成績など教科学習にも効果が表れる。この相互結合的

な学習環境と個人の学力向上の相乗効果は，「学級作

りがうまくいけば学力作りもうまくいく」という現場

教師の教育実践哲学の正当性を裏付けていた。ただし，

ジョナタの自発的同調主義の一面には，仲間はずれを

恐れて気の進まない同級生いじめにも加担するという

弊害も見えた。 
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３ ジョナタの事例が提起する主題 
 
 以上のパターンは，次に挙げる三つの主要な論点を

示している。第一に，学級コミュニティーが目指す目

標達成のために，個人が期待される役割を自覚しそこ

で実力を発揮して，自己の達成感と貢献的な充実感を

経験することが，積極的な社会的適応の動機付けとな

ることである。この対人相関的なモチベーション効果

は，外国人マイノリティーにも例外なく有効であり，

異文化適応と自己実現を両立させている。第二に，同

級生仲間との連帯感や共有体験を希求するにつれて，

自発的な同調態度や日常待遇の平等志向を生み，それ

が結果的に外国人児童の社会的スキルを養成し，教科

学習にも効果を上げたことである。そして第三に，周

辺的立場の不安定な生徒同士は，共に何らかのマイノ

リティー性を保持することで結合しやすく，癒し合い

支え合う相互依存関係を築く傾向にある点である。以

上のように，ジョナタの事例は，日本の小学校での

「学習の成功」には，クラスメートとの協同的相互関

係を通して培われる，肯定的な自己アイデンティティ

ーの形成が肝要であることを示している。 
 
 
 ６ 「異質性」によるアイデンティティー・ 

ポリティックス 

 
 
 三者三様の適応スタイルに共通するのは，民族的マ

イノリティーのブラジル人児童たちが，学校コミュニ

ティーの相互関係で自分自身を肯定的に認識するため

に，自己アイデンティティーを積極的にコントロール

していた事実である。それは，彼らが一般的にイメー

ジされるような受動的な弱者ではなく，生命力と適応

性を兼ね備え戦略的に行動する能動的な行為者である

ことを意味する。同様に，日本人教師・生徒たちも認

識した異質性を自動的に排除するのではなく，差異の

性質を各々の良識に照らして特定し，その裁量に応じ

て行動する柔軟性を持っていた。日本の学校コミュニ

ティーにも，多種多様な異質性を体現する「マイノリ

ティー」が存在し，日本人生徒もブラジル人生徒も，

その階層的複合体でより優位に立って肯定的な自己確

認をしようと，利用可能なスキルやアイデンティティ

ー資源を駆使して奮闘していた。つまり，学校不適応

の直接的原因は，言語・文化的相違そのものの摩擦と

いうよりも，認識された個人的・文化的相違に基づく

アイデンティティーの摩擦であり，このマイクロ次元

のポリティックスに生き残れる者が，日本の小学校で

社会的適応を成功させると考えられる。 
 
 
１ 対人相関的アイデンティティーとマイノリティー 

内ポリティックス 
 
 日本での学校適応の鍵を握る肯定的な自己アイデン

ティティーを確保するには，次の二つの要素が重要と

なる。第一に，在籍学級の生徒間に相互扶助関係を促

進することによって，対人相関的アイデンティティー

（interpersonal identity）を形成することである。対人

相関的アイデンティティーとは，社会集団内で各自が

期待される互恵的役割を遂行し，所属共同体に貢献す

ることによって，個人を他の成員との相互関係に位置

付け得られる肯定的な自己意識であり，自己アイデン

ティティーを構成する重要な一部分である。この意識

の発達は，学級コミュニティー成員間の密接な日常活

動を通じて，他の共同メンバーが期待する個人の特性

や役割を自覚することから始まる。周囲の期待に答え

て自己に備わる資質や能力を発揮し，その役割を忠実

に果たすことによって，各自が達成感と同時に共同体

全体の福利に役立つ喜びや充実感を味わうことになる。

この経験を通して所属集団での自己価値を認識し，そ

の満足感や自信がやりがいとなって，さらに活発な共

同参加の意欲が生まれ，帰属意識と連帯感を共有する

人的環境に自発的同調をする。このようなプロセスを

経て対人関係で培われる肯定的な自己意識こそが，学

校生活で体験できる本質的な幸福感であり，ブラジル

人生徒もこの対人相関的アイデンティティーの形成に

よって積極的な共同参加を動機付けられ，結果的に日

本の学校での社会的適応が促進されている。ここで重

要なのは，この日本的集団主義においては，個人の意

向と目的追求，集団の期待と目標達成が，相互の了解

によって矛盾せずに共存し，必ずしも一方的な自己犠

牲を伴っていないことである（濱口, 1982）16。その
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上，自己能力や適性を最大限に活用して成功すること

で，個人的評価だけでなく民族的イメージも高めてい

るため，外国人生徒の民族的アイデンティティーを過

剰補償したり犠牲にすることもないのである。 
 第二の要素は，何らかの周辺的異質性を抱える子供

たちが交錯するマイノリティー内ポリティックス

（intra-minority politics）を戦略的に克服することであ

る。マイノリティー内ポリティックスとは，学校生活

で中心的グループから外れる性質を持つ生徒同士の集

団力学であり，場面状況によっては立場の逆転も可能

となる。言語・文化的マイノリティーの外国人生徒や，

学力的・運動能力的・精神的・対人関係的「マイノリ

ティー」の日本人生徒たちが階層化されたこの複合体

で生き延びるには，二種類の適応戦略がある。まず，

「マイノリティー」同士が共通性を意識し合い，共同

メンバーシップを基盤に連帯して，相互に助け合うこ

とで心理的安定を図る，同質化による相互扶助的結合

である。もう一つは，「マイノリティー」としての共

通性よりも異質性を強調し，「さらに劣等的な」他者

を意識的に区別・排除することで，補償的優越感を得

て自尊心を守る，差異化による自己防衛的補償である。

日本人生徒と同様に，ブラジル人生徒も「マイノリテ

ィー」同士の主観的ヒエラルキーに依存しながら，

「優越的な」他者に軽視されるだけでなく，「劣等的

な」他者を軽視することによって，意識的に肯定的な

自己確認を図っている。 
 
２ 受容される「違い」，・受容されない「違い」 

 
 学校コミュニティーで生徒同士が共通性を認識した

場合，時には共有点を認め合う同質化によって連帯意

識をもたらし，時にはさらなる「劣等性」に相違点を

求める差異化によって心理的補償を引き起こすことは

確認された。次にブラジル人生徒の異質性を認識した

場合の日本人教師・生徒の反応を見ると，そこで排他

的な同化圧力が無条件に誘発されるのではないことが

分かる。すなわち，彼らは各状況で主観的評価・判断

を下してその差異を区別し，異なる対応を選択してい

る。その対処法は三パターンに分類されるが，判断基

準として「外国人らしさ」の透明性と「ブラジル人ら

しさ」との両立性の二点が重要性を帯びてくる。 

 まず，「違い」が肯定的評価を受けている場合，文

化的特性，個人的資質といった解釈のいかんを問わず，

その異質性は一貫して賞賛とともに受け入れられてい

る。特に，個人の特長が「典型的ブラジル人」のイメ

ージと合致する場合は，さらに容易に受容されること

になる。次に，「違い」が否定的に評価され，それが

文化的なものに起因すると解釈された場合，その異質

性は外国人として当然の言語・文化的知識の欠如とし

て考慮され，同情・思いやりとともに受容的態度を誘

発し，例外として自発的に容認されている。日本語理

解力・運用能力不足が明確に表出されて「外国人らし

さ」が分かりやすい場合ほど，逸脱的行動がより寛大

に許容される傾向が見られる。最後に，「違い」が否

定的評価を受け，しかも文化的なものには起因しない

と解釈された場合，その異質性は個人的な努力不足や

道徳上の問題となってもはや容認されず，平等主義的

原則に従って例外なく批判の対象となる。つまり，

「外国人らしさ」が可視的・可聴的でない状態では，

言語・文化的なハンディキャップは一応適応可能な程

度に克服されたとみなされ，例外的配慮は不公平・不

必要であるとして，許容の余地がなくなる。このよう

に，外来性が曖昧にしか表出されない場合，文化的ミ

スマッチという理由付けでは逸脱を正当化できず，倫

理的正当性を担った集団圧力が「個人の劣等性」を排

除する方向に働くことになる。 
 
３ 「異質性」相互間のポリティックス 

 
 この認識された異質性の受容・非受容の裁量的法則

には，唯一の例外がある。それは，パウロの教育的規

範からの逸脱を容認した四年三組のコミュニティーで

ある。同一人物の同じ「否定的で個人的な異質性」が，

三年二組では排除され，翌年の新学級では許容される

という矛盾は，行動上の差異やその類別化に依存する

だけでは説明できない。この相反する現象を把握する

には，生徒たちのポリティカルな態度を活発化・不活

発化するクラスルーム環境を検討する必要がある。端

的に言うと，パウロの最初の社会的不適応は，単純な

文化摩擦や知覚された異質性自体が原因ではなく，そ

の異質性を下層化する学級コミュニティーのポリティ

ックスが原因である。つまり，パウロの行動の「違
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い」は，三年二組では「際立った劣等性」であり，集

団的監視・非難を誘発して疎外化を招いている。一方，

四年三組では同じ「不適切な違い」が類似的な日本人

生徒たちとの「共通性」であり，同等の立場で連帯感

を共有する結果となっている。したがって，パウロが

学級コミュニティーで平等なメンバーシップを得るの

に不可欠な条件は，認識された異質性を優劣関係の下

位ではなく，並列的な対等関係に位置付けるクラスル

ーム・エコロジーであると言える。 
 これを前述のボーダー（政治的文化境界線）とバウ

ンダリー（中立的文化境界線）の類型で説明すると，

認識されたパウロの異質性は，三年時では同列比較に

よる劣等性として下層に位置付けられ，上層グループ

との間に政治化されたボーダーを形成していたが，四

年時の新学級では共通性として同等の立場に中立化さ

れ，政治化されないバウンダリーを形成したため，パ

ウロの社会的適応が促進されたと考えられる。同様に，

ジョニーとジョナタの場合も，特例待遇から同等参加

へと移行した後，彼らの運動能力やリーダー資質に表

れた差異が優越性として上層グループに位置付けられ，

優越的立場に再度政治化されたため，二人の社会的適

応が著しく加速されたと解釈できる。このように，ニ

ューカマーのブラジル人児童三人が学校適応するプロ

セ ス は ， 認 識 さ れ た 異 質 性 の 脱 政 治 化 （ de-
politicization）と優位的な再政治化（re-politicization）
によって民族的マイノリティーのエンパワーメントを

説明する，米国の多文化教育理論に対応している

（Erickson, 1993, 1997）。 
 しかし，移民国家アメリカの社会文化的状況を基盤

に確立されたこの理論的枠組みを日本の学校分析に応

用するには，ある程度の限界もある。具体的に言うと，

知覚された異質性を周辺化・主流化する社会的階層化

のメカニズムは，日本のクラスルーム環境でも説明可

能であるが，その結果想定される民族的グループ間の

敵対関係やマイノリティー集団による文化的同化に対

する故意の抵抗という対処行動は，日本の通常のコン

テクストには適合し難い。複数の民族的グループが拮

抗するような米国の教育現場とは異なり，外国人マイ

ノリティーが圧倒的少数の日本の学校では，人間関係

において人種的・民族的視点にフォーカスしないのが

普通である。子供たちの異文化知識にしても，実体の

ない漠然としたイメージが先行し，異文化性は観察で

きる差異と国籍の違いを結びつけて解釈される主観的

なものである。また，日本の学校教育では，知覚され

た差異を一般道徳に照らして善悪で評価する訓練が日

常化されているため，標準的行動と顕著に異なる生徒

を優劣の価値判断なく相対化して評価するのは難しい

環境にある。 
 このように，民族的多数派・少数派の著しい不均衡

が，体系化された実体としての異文化を潜在化させ，

主観的にとらえた異質性を常に道徳的基準によって価

値判断している状況では，マイノリティー生徒が「民

族性」を故意に差異化しても，文化的同化に抵抗する

有効な手段とは言えず，単に個人の周辺化と道徳的逸

脱を正当化してしまうことになる。しかも，孤立状態

でも所属学級に愛着を持ち続けたパウロの例を考慮す

れば，繰り返される逸脱的行動を意図的な民族的抵抗

と考えるのは，アメリカ的視点のバイアスによる曲解

である。日本のコンテクストでは，パウロ個人の生活

習慣の問題と解釈するのが自然であり，彼の「劣等

性」による疎外化も，本人には予期できなかったもの

と推測される。 
 
４ 集団力学での位置付けとサバイバル戦略 

 
 「異質性」のポリティックスにおいてブラジル人児

童三人が与えられた社会的位置付け，それに対する彼

らの反応，その状況が彼らの学校適応に及ぼす影響の

相関性は，以下の二通りに定型化される。まず，知覚

された彼らの異質性が，「劣っていて」従属的な地位

か，「知識不足で」事実上従属的な地位にある場合，

三人はいずれも心理的・精神的不安定，欲求不満，意

欲低下，自信喪失などを経験している。その影響とし

て，所属学級コミュニティーから心理的距離をとって

同級生との連係を弱め，一時的な現実逃避，消極的抵

抗，無気力状態，選択的不参加を繰り返し，中途半端

な社会化と学習の停滞を招いている。次に，この三人

の「異質性」が，日本人同級生と実質的に「同等で」

対等な地位か，状況的に「卓越して」優位にある場合

は，共に心理的・精神的安定を得て参加意欲を向上さ

せ，所属学級コミュニティーへの愛着と連係を深めて，

積極的な相互援助と自発的な適応努力を行なうことに
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よって，人間的成長を伴う本格的な学校適応を実現し

ている。 
 総合すると，彼ら民族的マイノリティーの「異質

性」が下層化されボーダーを形成している状態では，

上位グループから心理的・社会的に分離する自己防衛

的な戦略がとられ，その結果として社会的適応が抑制

されている。一方，彼らの「異質性」が中立化されバ

ウンダリーを形成している状態か，新たに階層化され

たボーダーの上位に位置する場合は，積極的に個人の

資質・能力を生かして共同体全体に貢献する相互援助

的な戦略がとられるため，社会的適応が促進される結

果となっている。 
 さらに，ブラジル人生徒たちの「異質性」に伴う学

級集団の力学は，対人相関的アイデンティティーの形

成，マイノリティー内ポリティックスの駆引きと相互

作用している。まず，三人の「異質性」がバウンダリ

ーの状態では，生徒同士の相互依存関係を活発化し，

肯定的な自己確認による対人相関的アイデンティティ

ーの形成を容易にしている。周辺的属性を共有した民

族間・民族内での同質化や相互扶助的な連帯などは，

この状態での適応戦略である。一方，彼らの「異質

性」がボーダーの状態では，アイデンティティー・ポ

リティックスでの生き残りを賭けて，民族的マイノリ

ティーの持つマジョリティー側のアイデンティティー

資源を運用し，肯定的な自己確認を操作する。知的能

力，運動能力，外向性，ジェンダー等における自己の

「優越性」を得るための民族間・民族内での意図的な

差異化や，他者の劣等視による心理的補償等の自己防

衛策は，この状態でのサバイバル戦略である。彼らは

複合的な「マイノリティー」・ヒエラルキーに順応し

ながら，社会的移動と支配的地位の逆転を可能にする

のである。このように，学級コミュニティーに存在す

る生徒相互間の社会的力学が，ブラジル人マイノリテ

ィーの「異質性」に伴う社会的地位と，それに対応す

るアイデンティティー戦略を決定し，彼らの異文化適

応と「学習の成功」に強い影響力を与えているのであ

る。 
 
 
 
 

 ７ 日本の学級コミュニティーの多文化共存主義 

 
 
 日本人で構成される普通学級が，国籍や民族性を共

有しないブラジル人同級生を，同じ共同体に属する一

員として平等に受け入れていた事実は，同質的であり

同質化させると認識されている日本の教育システムが，

実際は排外主義的な閉鎖性ではなく，むしろ平等主義

的な受容性を持つことを示している。外国籍，他民族，

その他諸々の異質性を等価的に扱うことによって，学

級コミュニティーに共存する各個人を平等化し，同じ

所属集団の成員を無差別に融合する受容能力は，比較

的同質的・単一文化的な日本の教育コンテクストでも，

民族的マイノリティーとの共生を可能にしている。こ

のアップル小学校の事例は，はるかに多民族化された

欧米社会の基準とは異なる多元的統合の一形態であり，

日本型多文化共存主義の可能性を示唆している。 
 
１ 日本のコンテクストに適合した多文化共存主義 

 
 日本のクラスルームで実践されていた異文化との共

生を一言で言うと，「日本国籍ではない他民族出身の

共同体メンバーの平等な受容」と定義することができ

る。これは，日本以外の国籍保持者で民族的にも日本

人とは異なる者という意識を持ちながら，同じ学級コ

ミュニティーへの帰属意識を最優先して，外国人生徒

も無差別に受け入れるという統合形態である。この日

本的な多文化共存主義を可能にしているのは，それぞ

れの日本人普通学級に共通する四つの基本的属性であ

る。第一に顕著なのは，多元的な「マイノリティー」

の並列化である。日本の学校で認識されるマイノリテ

ィーは，欧米の概念よりも包括的であり，人種・民族，

社会階級，ジェンダー，知的・身体障害以外にも，情

緒不安定，対人不適応，集団生活不適応，成績不振，

運動下手など，多様な周辺的属性を含む広義のマイノ

リティーである。各学級に共存するこの複合的な「マ

イノリティー」たちは，同級生の集団力学に組み込ま

れながらも，同一共同体への帰属意識を拠り所として，

個々の異質性や周辺的属性を比較的同等な立場にある

と意識している。この現象は，どの「マイノリティ

ー」生徒にもそれぞれ公平な対応をしようと努める，
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各クラス担任の指導上の配慮にも反映されている 17。 
 第二の特性は，外国人意識を保持したままのインサ

イダー化である。米国のような移民国家では，外国人

とは国籍・市民権を持たない者であり，非市民，非会

員，アウトサイダーと同義語である。一方，日本の国

民国家的な感覚からすれば，外国人というのは日本国

籍を持たない者という意味だけでなく，「我々日本

人」以外の民族に属する者という意味も含まれている

（福岡, 1993）。したがって，日本人教師・生徒たちは，

外国籍の所有という知識に付随して，日本語能力，外

見，行動上の差異を観察しつつ，二重の意味で外国人

として意識している。しかし，外国人であることが，

自動的に同等のメンバー資格からの除外を意味するわ

けではなく，所属集団の平等主義によって，外国人の

共同メンバーや外国人のインサイダーが存在可能であ

る。つまり，日本の学級コミュニティーでは，「外国

人であること」と「インサイダーであること」が必ず

しも矛盾しない。 
 第三に，人種意識に無頓着な心的状態である。ほと

んどの日本人教師・生徒たちは，日常生活で遭遇する

人種間・民族間のポリティックスが未経験で未知のた

め，純粋に人種的動機に基づく偏見や政治化された人

種的・民族的イデオロギーの知識も先入観も乏しく，

欧米の人種意識には束縛されない感覚を持っている。

また，民族性や異文化性は漠然としたイメージが先行

し，複数の宗教に対してもこだわりがなく寛容である。

実際，ブラジル人生徒がマイノリティーとして認識さ

れる性質は，厳格な人種的・民族的区分に基づく政治

的な弱者性よりも，単一言語的教育環境で彼らの母語

が学習使用言語とは異なるという際立ったハンディキ

ャップである。したがって，一般の日本人生徒たちは，

政治化された人種・民族意識とは無関係に，学習言語

的に有利な立場にいる同級生として，コミュニケーシ

ョン問題が顕在化すれば自発的に手を差し伸べ，どう

にか意志疎通ができれば無邪気に交遊するという傾向

が見られる。 
 そして第四に，所属学級で共有される強力な共同メ

ンバーシップである。日本の小学校生活は，同じ学級

コミュニティーへの帰属意識を基調に，毎日ほとんど

の時間と活動を共有し，密接に協力し合うシステムで

あるため，同級生同士が特別な連帯感や感情移入を内

面化するようになる。そして，長期安定的に所属する

学級集団への愛着と思い入れが，不慣れな人種的・民

族的ポリティックスへの無頓着さと相まって，多種多

様な「マイノリティー」の並列化や外国人のインサイ

ダー化を促進している。日本の普通学級コミュニティ

ーに特徴的なこれらの諸条件が，各学級集団への帰属

意識を平等主義の基盤として，人種や民族にこだわら

ない異質性の共生を可能にするのである。 
 以上のように，日本の歴史的・社会文化的コンテク

ストに照らして相対的に解釈してみると，このような

特質を持つ日本のクラスルームで，日本的な多文化共

存主義が現実に機能しているのは，十分納得できる。

しかし，欧米の人種・民族に束縛された視点からは，

この日本の学校に内在する多様性や包括性が見えてこ

ない。むしろ，日本国内での民族比率の不均衡と不変

的な異人視を根拠に，日本人の外国人恐怖症や人種差

別的な排他性，また異文化に対する感受性の欠如を連

想しがちである。日本人教師・生徒たちが非常に珍し

い外国人転校生に関心を抱いて注目し，何かにつけて

外国人であるという属性を意識するのは，状況的に考

えれば自然な反応であって，必ずしも排外的な態度で

はない。逆に，日本のコンテクストでは，教条的な人

種・民族イデオロギーに拘束されないからこそ，外国

人のまま同等の共同体メンバーになり得るのである。 
 同様に，欧米的基準からすれば，日本の民族的同質

性の高さを同化主義的圧力の証しであると考えて，外

国人児童の異文化適応には必然的に民族的アイデンテ

ィティーの過剰補償を伴うと推測しがちだが，これも

正確ではない。データ分析に示されたように，日本人

の学級集団は明確に知覚できる異文化性には譲歩しや

すいし，一般的な社会教養，生活習慣，道徳性など，

子 供 た ち が 発 達 段 階 で 学 ぶ 文 化 の 習 得

（enculturation）のために，民族性を犠牲にすること

まで期待しているわけではない。また，三人のブラジ

ル人生徒たちも，来日後の新しい生活環境と社会集団

への文化適応（acculturation）を現実的に選択しただ

けであって，各自の民族的な志向と戦略的な適応努力

は，日常生活で矛盾することなく調和している。この

少年たちが民族的アイデンティティーの代償としてで

はなく，追加的に日本人学級集団での社会的適応を果

たしたのは，まさにパウロ，ジョニー，ジョナタそれ
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ぞれの「同化なき適応」である。さらに，彼らが民族

性を強調するような自己主張を継続しないのは，民族

的アイデンティティーまで日本化されているからでは

なく，圧倒的多数の日本人集団の中で日常的に外国人

として意識されている以上，その必要性がないからで

ある。つまり，この三人が所属する学級コミュニティ

ーでは，民族性を代償に日本の社会集団に同化しなく

ても，外国人のまま共同体の一員として完全なメンバ

ー資格が付与されるため，民族的アイデンティティー

を補償せずに済むのである。このような日本人の現実

に即した柔軟性や包容力は，欧米的なバイアスのかか

った常識からすれば分かり難く，非常に誤解されやす

い部分である。 
 
２ 日本の学校教育システムの国際的有用性 

 
 ブラジル人児童三人によって示された異文化適応と

「学習の成功」の事例は，異文化受容に本質的な欠陥

があると批判される日本の公教育システムに，文化相

互間の運用性と実効性があることを証明している。換

言すると，日本の小学校に特徴的な統合的・包括的・

共感主義的な教育モデル（Tsuneyoshi, 1990）は，民族

的マイノリティーの異文化適応を促進する機能も備え

ていると言える。 
具体的には，第一に，習熟度別学級編成も落第もな

く，さまざまな学力レベルにある同学齢児童の男女を

普通学級に収容する統合性は，異なる属性を超えて一

定の知的能力を公認し，言語的マイノリティーの自尊

心を守ることに貢献している。第二に，教科科目と実

技科目を同等の比重で学習し，課外活動や行事を含め

た学校活動全般に教育目的を持たせる包括性は，日本

語の運用能力が限られる児童たちに，非言語的な適性

や潜在能力が発揮できる機会を数多く与えている。第

三に，相互結合的な学級コミュニティーへの長期安定

的な平等的参加によって，その共同体への帰属意識と

成員同士の感情移入を促す共感主義は，互恵的な人間

関係を活発化して参加意欲を高め，個人の資質や才能

による自己実現を容易にし，公的貢献に伴う本質的な

満足感と肯定的な自己確認を可能にしている。さらに，

子供たちの平等主義的感覚を基に協調的・相互依存的

な学級コミュニティーを構築することで，外国人生徒

個人の学習意欲と基礎学力も向上させ，民族性の違い

を超越した学級作りと学力作りの相乗効果を実証して

いる。実際，このクラスルーム・エコロジーを重視す

る日本の教育モデルの学習効果は，近年日米の比較教

育研究（Benjamin, 1997 等）によってアメリカ側から

も注目されているが，そのマイノリティー教育の促進

効果も評価に値するだろう。 
 要するに，現状では今の初等教育システムの基本的

枠組みを根本から変更する必要はなく，むしろその特

長を最大限に活用するとともに，想定される悪影響の

抑制策を実施したほうが建設的である。そのための方

策としては，以下のような観点から具体策を練って実

行に移す必要がある。 
 
 ①外国人児童の対人相関的アイデンティティーを発

達させるために，どのように個々人の優れた異質性を

発掘して，学級コミュニティー全体への貢献として結

びつけるか。 
 ②マイノリティー内ポリティックスによって特定の

周辺的属性だけを下層化させないために，どのように

多元的な「マイノリティー」を平等化して，他者の補

償を必要としない相互依存関係を築けるか。 
 ③生徒同士の過剰な個人干渉や同調主義の弊害をど

のように防げるか。 
 
 また，これらの施策を行なう前提条件として，学級

コミュニティーに相互結合的・協調的なピア・エコロ

ジーを作り上げることが不可欠となる。このような学

級指導上の配慮は，各教員の裁量の範囲内で履行可能

であり，日頃の実践的オプションこそが最も速効性を

発揮するだろう。 
 
 
 ８ 結 論 

 
 
 総合すると，能動的なブラジル人マイノリティーた

ちは，自己のアイデンティティー資源を戦略的に活用

して，日本人マジョリティーと競合・協調するだけで

なく，小学校コミュニティーの平等主義的受容性を享

受することで，生徒相互間のポリティックスを超えて，



森田京子／アイデンティティー・ポリティックスとサバイバル戦略 

23 

自らを異文化適応と「学習の成功」に導いている。こ

の事例研究の結果は，日本の一公立小学校で実現され

ていた民族的マイノリティーの統合の一形態であり，

特定のブラジル人生徒たちと日本人コミュニティーの

共生の一例である。したがって，本論文で考察してい

る日本的多文化共存主義も可能性の一つであり，全国

に遍在するニューカマー外国人児童を包括して一般化

する意図はない。このような質的研究の持つ方法論的

制約に加えて，日本の公教育における民族的多様化問

題を扱うエスノグラフィーは，現在も絶対数が不足し

ており，ブラジル人以外の言語・文化的マイノリティ

ーにこのアイデンティティー・ポリティックスと戦略

的適応の分析がどの程度適合するのか，今だ不明な点

が多い。 
 この研究結果の適用範囲を制限する要素はさまざま

あるが，何よりも定住ブラジル人の社会的・経済的地

位に見る特殊性が挙げられる。いわゆる特権的な日系

人ビザによって日本で安定的な在留資格と合法的な就

労資格が確保されるブラジル国籍の定住者とその家族

は，就学生，研修生，不法就労者を含む他のニューカ

マー外国人よりも，雇用形態，労働条件，待遇面など

で優遇され，日本人地域住民との関係も比較的良好で

ある。また，日系移民受け入れの歴史や，サッカー先

進国として人的交流を支える親日的・友好的なブラジ

ル本国のイメージによって、日本人一般の好感度も高

い。一方，密入国者や凶悪犯罪者として連日マスコミ

報道に登場する近隣諸国のアジア系ニューカマー外国

人は，低所得の不安定な生活や不法残留による犯罪多

発傾向から，非倫理的・非合法的イメージが定着して

おり，最近の急激な治安悪化に危機感を持つ日本国民

からはかなり警戒されている。したがって，出身国籍

に応じた外国人の人種的・民族的分類と，社会全体に

浸透している否定的なメディア・イメージの結合によ

って，アジア系ニューカマーの子供たちが負わされる

民族的スティグマと自己葛藤は想像に難くない 18。 
 日本での社会的・経済的状況がブラジル人児童と著

しく異なるニューカマー外国人の場合，日本の学級コ

ミュニティーは対等なメンバーとして温かく受容する

のだろうか。それとも彼らの「劣等性」を正当化して

疎外するのだろうか。いずれにしても，この事例報告

のような日本的多文化共存主義が実現可能なのかどう

か，一概に言うことはできない。また，クラスルーム

環境が政治化され，民族的マイノリティーとマジョリ

ティーの間にアイデンティティー摩擦が生じた場合，

ブラジル人以外の外国人生徒にも「同化なき適応」が

可能であろうか。あるいはサバイバル戦略の一つとし

て，民族的アイデンティティーを代償にした支配的文

化への同化が選択されることもあり得るだろう。この

ように，日本社会のパワー・ポリティックスの縮図と

して，ローカルな教育現場に表れたマイクロ・ポリテ

ィックスの視点は，社会的・経済的背景の異なるニュ

ーカマー外国人が，全く異なる経験をする可能性を否

定していない。さらに言えば，同じブラジル人同士で

あっても，日系的外見の可視性・不可視性，ジェンダ

ー，ブラジル住民人口の地域格差などの可変的要素が，

彼らの学校適応プロセスに及ぼす影響も無視できない。

これらの領域まで踏み込んで言及するには，より多様

でより広範なエスノグラフィック・スタディーの蓄積

を必要とする 19。 
 最後に，この研究の主旨は，言語・文化的な差異に

起因するミスコミュニケーションの可能性まで否定す

るものでもない（Philips, 1983 等）。ただ，文化決定論

的な説明で思考停止するのは，外国人生徒の学校不適

応を単純化した解釈であり，人間の能動性を過小評価

していると指摘しているにすぎない。事実，何らかの

文化的要因が認められる当事者間の誤解や行き違いが，

研究データにも示されている。しかし，それも純粋に

言語・文化的ギャップが原因であるとは言い切れず，

個人的な不信感やポリティカルな関係が，インターア

クションの過程に複雑に絡み合っている。つまり，本

論文で主張しているのは，民族的マイノリティーとマ

ジョリティーの行動上の差異だけに依存しない理論の

必要性であり，それは今後日本の教育エスノグラフィ

ーの重要な課題でもある。 
 
 

注 
 
1 他の要因としては，ことにマイノリティー個人が持つ

文化資本の差異が指摘されている。例えば，宮島

（2002）は，出身の国・地域・階層や来日の経緯等に

基づく文化的・社会関係的資本の問題と，現在の生活

条件や人生設計に起因する学習的ハビトゥスの家族内

伝達の難しさが，教育に対する態度やモチベーション
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に及ぼす影響から，ニューカマー児童・生徒の学習困

難を説明している。 
2 この論文内で使用されている括弧の使用法は，次のい

ずれかに該当する。①フィールドノーツや文献から直

接引用する場合，②固有の専門用語を最初に記載する

場合，③用語本来の定義とは若干異なり，特別な意味

が含まれている場合（例，「マイノリティー」），④客観

的な事実というよりは，主観的に認識・解釈される現

象を表す場合（例，「異質性」），⑤語句を強調する場合

である。 
3 ギブソン（Gibson, 1993）は，「同化」（assimilation）

と「適応」（accommodation, acculturation）の違いを，

次のように定義している。：両語とも，異文化を持つ社

会・個人との接触による文化変容と順応のプロセスを

意味するが，「適応」が新旧の文化が混ざり合って融合

する追加的なプロセスであり，自文化の拒絶・取替え，

民族的アイデンティティーの喪失を必要としないのに

対し，「同化」は民族的グループやマイノリティー個人

が文化的に吸収・併合され，民族性の過剰補償・犠牲

を伴うものである。本論文では，このギブソンの定義

に基づいて双方を使い分けている。なお，「順応」

（adaptation）という語は，「調整」（adjustment）のニ

ュアンスに近く，中立的な意味合いで使用されている。 
4 クラス・マネージメントの視点からは，金井（2001）

が，教室のインターアクションにおいて日本人教師が

アジア系外国人児童の文化的差異をどのように認識・

対処し，クラスルームに形成された文化的境界線をど

のように調整するか，フィールドワーク・データを基

に分析している。また，教育分野以外では，山ノ内

（1998）が，二重のポジションを戦略的に使い分ける

在日「日系ブラジル人」の能動的「戦術」を，インタ

ビュー・データをもとに解説している。それによると，

「日系ブラジル人」は，周囲の一方的「名付け」に抵

抗して，時に日本批判をする「ブラジルジン」の立場

を，時に非日系人と一線を画しモデル・マイノリティ

ーとして「ニホンジン」の立場をとることによって，

自らを社会的に優位なポジションに導くよう試みると

理解されている。 
5 この論文で使用されている「政治化」（politicization）

の意味は，民族性の違いが違いとして並列的に認識さ

れる民族的グループ間の水平的関係を，社会的力学に

おいて上下・優劣・強弱といった階層的関係に置き換

えることである。 
6 リサーチ協力者のプライバシー保護のため，ここで使

用されている個人名・学校名はほとんどが仮名である。

また，クリスチャン・ネーム等の実名は，本人と保護

者の許可を得て使用している。 
7 三者とも日系以外にヨーロッパ系移民の血縁も共有す

るため，髪・瞳の色や彫りの深い顔立ちから，日本人

集団の中では外見的な「外国人らしさ」が目立ってい

た。また，日本語理解力と運用能力にはかなり個人差

があり，来日当初のジョニーとジョナタは，日本語で

ほとんど意志疎通ができなかったのに対し，幼児期に

来日しているパウロの日常会話力は母語者並で，少な

くとも聴覚的には「外国人らしさ」を識別できないほ

どであった。 
8 学校へのアクセスは，日本の教育機関や行政組織を経

由せず，米国大学院在学中の筆者が個人的に母校に依

頼し，恩師の仲介によって実現した。参加上の立場は，

校長裁量で特例的に入校を許可された「研修扱い」の

学生であり，公式には部外者として一線を画される一

方で，非公式には部分的インサイダーとして学校の日

常生活を共有し，多くの内部協力者を得ている。 
9 結果的に三年以上継続して日本語学級の予算が確保さ

れた点で，全国の 80％を占める外国籍児童が五人未満

の受け入れ校よりも，アップル小学校のほうが比較的

恵まれていると言える（文部科学省, 2003）。また，初

年度だけ並行してフィールドワークが行なわれたオレ

ンジ小学校の状況も，ほぼ同水準であった。 
10 その結果，同一人物の発達段階的な変化に加えて，

クラス編成替え，担任交代，転校等を経た各自の適応

状況の変化など，一年間継続しただけでは見られない

部分に新しい発見があった。 
11 エスノグラフィック・マイクロ分析の詳細と分析的

帰納法のより具体的な手順に関しては，エリクソン

（Erickson, 1990），森田（in press）等を参照。 
12 本論文では，エスノグラフィック・アプローチによ

る最終段階の分析結果を，テーマ別ではなく全体的に

言及しているため，具体的データの一部分だけを抜粋

して掲載することができない。基礎から積み上げられ

たデータ分析を，部分的に切り取って例証する「操

作」が，解釈的分析の信頼性を損ねる可能性があると

の判断である。また，英文オリジナルで 400 ページに

も及ぶ描写的分析の記述すべてを掲載することも不可

能である。ビニエットやインタビュー引用による物語

的分析のモノグラフは，森田（Morita, 2002）を参照の

こと。 
13 日本の初等教育における学級コミュニティーを基盤

とした相互扶助的な学習形態や平等主義的な学校文化

は，多くの先行研究が認めている（Benjamin, 1997；
Cummings, 1980；Lewis, 1988, 1996；Sato, 1991, 1996；
恒吉, 1992; Tsuneyoshi, 1990, 2001 等）。 

14 「共同メンバーシップ」という表現は，エリクソン

とシャルツ（Erickson & Shultz, 1982）が用いた概念

“comembership”を，筆者が日本語訳したものである。

簡単に説明すると，相互的コミュニケーションを実行
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することを通して表出される多元的な社会的アイデン

ティティー（performed social identity）の一面であり，

対面する両者が個別特定的な社会的属性を共有するこ

とによって意識される連帯的なアイデンティティーを

意味している。 
15 本論文でいう「エコロジー」（ecology）とは，特定

のローカル・コミュニティーに共存する各成員の統合

的な人的環境を意味する。中でも，担任教師と所属生

徒で構成される学級コミュニティーという社会集団の

人的環境を「クラスルーム・エコロジー」（classroom 
ecology）と呼び，特に生徒同士の社会的関係にフォー

カスした場合には，「ピア・エコロジー」（ peer 
ecology）と表現している。 

16 濱口は，欧米の文化的価値に拘束された「個人主

義」対「集団主義」という二項対立的なパラダイムで

は，日本人の「集団主義的」傾向が個人の自律性を欠

き自己を犠牲にして組織集団に同調・従属する性向で

あると，誤って否定的に解釈されていると指摘する。

濱口が理解する「日本的集団主義」とは，必ずしも個

人を犠牲にするのではなく，生産的な相互依存を通じ

て個人利益と自己実現を追求するために，各成員が戦

略的に自発的協力と集団的貢献を提供し，個人と成員

全体の福利を融合した相互利益を目指すものである。

したがって，その集団同調性は，「集団的個人主義」と

呼ぶ方が適切であると述べている。さらに濱口は，日

本人に特徴的な主体性の形態を，「個体的自律性」に対

して「連帯的自律性」と定義し，相互依存主義，相互

信頼主義，対人関係の本質視という属性を持つ「間人

主義」が，日本人の行動基盤にあると結論付けている。 
17 このマイノリティー的属性の並列化という現象は，

普通学級に限りクラスルーム全体に見られる基本的な

共通傾向である。したがって，特殊学級や特殊学級在

籍児童個々人の状況は含まれていない。また，本論文

ではあまり言及されていないが，特殊学級児童の特別

なスティグマ，マイノリティーの属性を多重に抱える

複合的マイノリティー（multiple minority），知的・身体

障害と先天的・後天的障害それぞれの違いよるマイノ

リティーの階層化（minority hierarchy）等に関する分析

的記述は，森田（Morita, 2002）を参照のこと。 
18 アップル小学校の事例には，日本で一般的に連想さ

れるフィリピン人女性と風俗産業というイメージを意

識して，独り民族的スティグマを抱える小学三年生の

フィリピン人少女も記述されている（Morita, 2002）。 
19 これ以外に，リサーチ・サイトが長野県の公立小学

校であった点も，分析結果の変数として考慮すべきで

ある。長野県教員の特殊性としては，①小学校教師の

大多数が，信州大学教育学部卒の県内出身者であるこ

と，②教職員組合よりも職能団体である信濃教育会へ

の加入率が圧倒的に高いこと，加えて③理想と伝統あ

る「信州教育」を担う自負と，独自の教育理念を実践

しようとする職業的責任感の強さ等が挙げられる。実

際，佐藤（1994）は，多様性が見られる日本の教師文

化の中でも，長野県教員が特に自立的・個性的に働く

傾向があると指摘している。 
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